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経世r，切の西北111地は，銀河はせいぜい900.......1l00mと侭いが，千百年1m以上の続賞がみられる。
は12月から 3f1にかけてであるが，日平均気j拡が氷点下となるのはわずか2月ごろの lヶ月

夜皮で，全般的にはi授かく， I授{民性樹勾地域である。本地域における積雪から磁['設までの変換過

ついて， 1981:ij::12月から1982年3月まで，京大穴住油関林の事務所地点と滋賀県朽木村小JII

のj真家の!迩に設設した 1x1mの架水絞と地中に役躍した…転倒100ccの転倒?ス型流iit釘・の翻

iJ(IJ結染をHJいて，日平均気視と Il 常散の関係を調べた。結果として日制!笥散 S(mm/日〕は

S口 0.005(1'十5)3.6 

C1': El平均気品 (OC)

で推定できることが判明した

なお，この関係は， 1可H寺JI1Hζ小111で観測された日射没， )説法，気協の結果からみれば，
短波放射熱と?iL流{公述熱などの総合的な熱、授受のもとに発投していると解釈できる。

はじめに

部琶湖f!!Ut山地一部;は毎年1m以上の積立身が見られる地域である O 年間降水設に占める慢の比

率もかなりのものであり，流出部;f)fJニ，然:担し符ない成分である。

らはこの地域の水文特伎を制資するために，滋賀県桁木村小川の斜矧JlI文流梨ケ谷を試験

流域に定め， 1978年米から水文縮iJl~を綿始した。その~H 幸UI)では流域概況とともに冬季の小川

ついても言及した。さらに第2報2)では級官水j設がj出向がtflすと共!とどのように変る

か，. 11寺期的にどのような変化をするかについて報じた O

**官合はその1!f~3報として，特に倒!すf誌に問題を絞って， 1981年12月から1982年3月にかけて

の観紺結果について記すものである。

調査地点の概況

弱虫雪観測を実施したのは1Z11に;示す小)IJの民家誕j廷とj好投の京大出習林事務所棋の坊である。

* 京都大学長芸学部
料 日本気象協会



J:!，'~ミの方が l表uこ示すように間期間の月平均気槌は，
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同地点とも線路は360m程度であるが，

OC以上もほい。
平均知魁

12 )~ l 月 2 )~ 3 月

Asyu 1.4 -0.2 -1.2 3.7 

Kogawa 2.7 1.8 0.6 5.1 

議1

¥box 七ray(Imxlm) 

z @.i 

t」9誌附

位低限ICl :小Jl¥， 2: )'11生)ぼ11

tipping bucket ( looccl 

はlmxlmの方形状のマス

を地上を絞殺し，その地下;111'乙一転倒100ccの1誌がJ7ス型流f設計を総践したものである。すなわ

ち，関2のようになる。転倒マス部は凍結を紡ぐため，その受水jJrHこベルト状のヒーターを取り

付-けている o 11ほ{flJli己鍛は泡按詩!-，こ自記された。なお，)'N訟では，演習林によって気温が計られて

いる。小)11では，気象袈楽として，日五社賞i:，風速，乾・組球温度がi司n寺に観泌された。

im u :災主主iJlU !23 話9l図2
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では小川の設大が1m程度であるのに対し，戸生では1.4mと大きい備を示す。器機の不調

もあって，日虫留経を良好に観測し得たのは小川では 1月24臼から 3月9日まで，また予!?生では12

A14日から 3月171ヨまでであった。

気温と融雪量の関係

も簡単な式はる

PT s=ロKT十一L

従米，気協から

)
 

4
5品

(mm/ EJ/OC) ， P:陣雨量 (mm/日)， 

=0 

である O ここにs:日融笠殻 (mm/Iゴ)， K:気温釘
L: 7Jくの融解潜熱(出80ca1!g)である o

官ffiP)は強道初j流域の流出解析に際して，K=6を用いている。

いま， (1)式を用いて戸生の気韻臼融雪率 K を算出した O 但し，降雨がある場合， 融留泣から

降雨抵与を悲し引いている。 ζの給よ誌を臨 4iζ示す。本例ではーほどとの融儲:肢と気混とから K

を算出すると， その変動があまりに大きすぎるので， 10日間の移動平均として Kイ践を表示して

いるが，それでも変動が大きく， (1)式の適用は実mかしいと判断された。
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凶5 日平均気視と日高i9l努滋の関係

S=a(T…れ)b ………(2)
という関係を想定した。ここに a，b， T， 

は定数であるが，特に T，は磁!蛍殺が稼と

なる臨界臼平均気温である O

小)11と戸生の観測記鍛から{別式の定数

a， b， T，を定めると，a口 0.005，b=3.6. 

T，=-50Cとなった。その結果を関 5iC示

す，間中にプロットされた各マークは小111

での日射抵のランクを，また， 215線は上記

の定数を用いた(2)式をあらわしているO

上式で示されるように，気誌の上昇にや1'-

い，融繁盛は怨、激lこ地大ずる。この関係の

熱収支的な意味を調べておくと，次のよう

になるo

いま，雪国J二での熱j民文式は，積怨1*:1で

の熱の移動がないと仮定すれば，

QR十 QA-トQr口 Q.¥1十QE

……(3) 
と表わされる。 ここで， Q11: .IE味料射吸

収澄， QA: i5L流伝迷熱， QM:陶!雪熱， QE:蒸発熱(負の 11寺はi疑結熱)， Qr: N~が常に与える熱

である。

また，I.EI球中高射吸収量lQRは，

QR口 QRS-卜QRL

で表わされる。ここに， QRS:規波放射熱， QRL::良波放射熱である。

一方， (2)式の融雪斑 51ま敵営熱 QMと地仁れから与えられる熱 Qgによる

れ， (3)， (4)式を用いて

s寸CQM-トQg)

寸(QRS十QRL十QA+Qr-QE十Qg)
となる。 (5)式の右辺で，QRSと Qgは気tluUζ対して31¥立:と7身えられる。この内，

向か勺日変動も大きい QRSをとり上げ， 自~t濁泣から短波放射熱を悲し引い

保を調べる。

(4)および、(5)式かち

1 ，.， 1 ST=S-τQRS口 τ(QRL十 QA-QE十Qr十Qg)

-・・・・・(4)

の羽1と考えら

-・・・u ・・・(5)

lこも多く，

57' と ~ti:品の関

)
 

ハり

が導かれる。 Qrおよび Qgが iζ小さいことから， 京却の倒は主lζ，.箆波放射熱 QRLと告L流

伝達熱，蒸発熱の収支f誌であることがわかる O

慌波紋射熱 QRSは臼射殻IとアJレベ l-"Rによって

QRs=(l-R)I ………(7) 
となる。
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(7)式のIは小川|での細部.1]備を用いた。また

Rは小島4)による札腕での観測伊jから.11:1.純

化して新留からの!ヨ数Nの関数で近加する
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このようにして定めた QRSより STを求め
た。いま，日平均気ilill.l'を横i!q!iIζ，らを縦

訓bとしてあらわずと， I盟6となる。すなわち，

閲 6Iまlヨ融笥抵から綴波放射熱を除いた備が

気龍変化に対してどのような関係になってい

るかを示すグラフである。

参考のため，成瀬ら 5)によって得られた苦し

流低迷熱による 10(OCI o -- 5 
MEAN. TEMP 

散をぎf訟の熱収文からの説明
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MA=4. 0.--...6. 5V1T1xl0聞 3

(g/cm2 • hr)・H ・H ・..(9)

となる。 こ ζ で V1 • れはそれぞれ]

m高のI!ìlt~長と気制である。

さで， 小JIIで得.られたのは 6m の

i司法である。組側期間中の平均J孔i容は

3.5m/secであったのまた留郎総B芝iζ

Zo=O.lcmを与えると， J浪速 Uの対数

則は

ト
J
U
S
〉
〉

O
Z
ω

長づln(乏)
-・・・・・いな0)

となる O ここで Uは代表風速(乙の場

合は平均風速)， γ* I刻字Jæ~速度 lí は

カルマン定数， Ztま風速の儲dllJi認であ
50 

る。

闘式とj観測総を用いて 1m尚の平均

風速 V1・を求めると V1=2. 78m/secが

得られる。

また， (9)式をもとに， V1をl子え， 日

単位の乱流低迷熱による融資議 MAD

(mm/deg . day)を求めると

(OC) 1'5 5 10 
M区ANTεM? 

他地域との比較図7

O 
MAD口 4.0.--...6. 5 x 10-3 X 2. 78 x 24 
Xl01'l=2. 7.--...4. 31'………(11) 

となる。
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鴎 61こはこの(11)式の関係を~坊主で示している。額上の各点は，負の値もとりる長波放射熱，

蒸発熱をも合めた収文監のため，いくらかぱらつくものの，会体的には乱流{公述熱の経験式のfl陥

翻をr:J:t心11:プロットされており，関5のような気温の上昇に伴う急激な融雪散の増加傾向l立大憾

に減少している o

以上の検討によって(2)式の関係には組波放射熱がかなり影響を及ぼしていると推淡される o

f没後に，小JIlと戸生で得られた，気温.ì~虫宮室'!:IPM茶をイ告の地J或で報公された結果と比較して関

7として示しておく。関I:IJの点線は上回 (Ageta)6)によるJ}tネパ…ノレの氷河における結泉である。

またOf-[Jは高橋ら 7)による大雪111の結果を，印は小島ら 8)の母子思の結果を，口，ム.Aは森
林ら 9) による斜沢喫設の結5!~である。また関 1:13の…点鎖線は石狩JIIでの結果10) である。

fè澄j初凶~~I1JJ;也で求められた気品・日融雪肢の関係は，概して気温が 5 0Cよりも低い場合は，

他地域より融雪設が少ない娘向があるが， 50Cを結えるようになると剣沢や大宮山の習課上での

結果とほとんど開ーの羽生翠;監を与-えることがわかる。但し，東ネパール氷河と比較すると，気焔

が上がるほど， きな謹があらわれる ζ とになる。

調;辞
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1ミるsum毛

The north勾 easternmountain range of Lake Biwa is snowpacked more than 1m every 

year， though its a!titude is on!y 900-1100m. Snow falls from the middle of December to 

the begining of Ma1'ch. However， it is only a month of Feb1'uary that the average dai!y 

temperature falls below OOC. So， it is called as snowpack region under warmer climate. 

Fo1' investigating the process of transformation f1'om snowfall to snowmelt， the observa-

tions we1'e carried out at two points f1'om Decembe1' 1981 to March 1982. The fi1'st is 
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Asyu where the office of experimental forest of Kyoto UniVel・sityis standing. The second 

is Kogawa. Shiga Prefecture. A principal appa1'atus [01' obse1'vation is consisted of a 

shallow box t1'ay of 1m x 1m gathering snowmelt wate1' and a tipping bucket of 100cc pe1' 
a turn. with heate1' p1'eventing frεeze. l1nder the ground. Furthermore. temperatl1re was 

observed at both points and a sola1' radiometer. thermometer with dry and an anemometer 

are attached to a st日告1pole nea1' snowmelt appa1'atus at Kogawa. 

Consequently. it is cla1'ified that daily snowmelt， S (mmjday) in this region can be 

calculated by the following equation using ave1'age daily temperatu1'e， T(OC). 

S=O.005(T-ト5)3.6 

This 1'elation is able to explain physically by the heat balance. 01' the short wave radia綱

tion and the sensible heat transferred by turbulence. 




